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拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
地
域
の

雇
用
促
進
に
も
寄
与
し
、
地
域
農

業
の
先
駆
者
と
し
て
大
い
に
活
躍

し
て
い
る
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

小
管
康
博（
福
釜
町
）

こ
す
げ

国
際
農
業

者
交
流
協
会

が
主
催
す
る

海
外
農
業
研

修
に
２
年
間

参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
で
農
地
の
有

効
利
用
や
効
率
化
に
よ
る
経
営
を

学
ぶ
。
そ
の
後
、
親
元
で
就
農
し
、

ハ
ウ
ス
胡
瓜
の
栽
培
を
中
心
と
し

た
農
業
経
営
を
開
始
。

平
成

年
に
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

２７

青
年
部
部
長
に
就
任
し
、
積
極
的

に
活
動
。
近
隣
市
の
胡
瓜
生
産
者

と
の
意
見
交
換
や
、
農
業
体
験
の

実
習
の
受
け
入
れ
も
意
欲
的
に
行

っ
て
い
る
。
平
成

年
７
月
に
父

２９

親
か
ら
経
営
移
譲
を
受
け
て
認
定

農
業
者
と
な
り
、
将
来
の
地
域
農

業
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

と
経
費
削
減
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
街
化
区
域
に
隣
接
し

た
立
地
条
件
の
中
、
小
学
校
の
稲

作
体
験
や
各
子
ど
も
会
の
芋
掘
り

体
験
を
は
じ
め
、
景
観
形
成
の
た

め
の
松
葉
菊
や
菜
の
花
の
植
栽
を

行
い
、
農
地
や
用
水
路
周
辺
の
ご

み
拾
い
等
、
非
農
家
と
連
携
し
た

交
流
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

■
営
農
部
門

深
津
文
明（
東
端
町
）

胡
瓜
の
ハ

き
ゅ
う
り

ウ
ス
栽
培
を

雇
用
労
働
力

を
中
心
に
展

開
。

近
年
、
病
害
虫
に
よ
る
胡
瓜
の

生
育
障
害
に
関
し
て
幾
多
の
研
究・

検
討
を
重
ね
、
農
薬
に
頼
ら
な
い

防
除
方
法
を
確
立
し
、
品
質
の
向

上
・
安
定
生
産
に
成
功
。
Ｊ
Ａ
あ

い
ち
中
央
胡
瓜
生
産
部
会
で
発
表

さ
れ
た
成
果
を
多
く
の
部
会
員
が

導
入
し
た
こ
と
で
、
農
薬
散
布
の

回
数
が
減
り
、
よ
り
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
出
荷
に
つ
な
が
っ
た
。

平
成

年
に
同
部
会
部
会
長
に

２４

就
任
し
、
胡
瓜
の
安
全
性
等
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
た
。
農
業
経
営
の

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
を
顕
彰
し
ま
す
。
〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

今
村
環
境
保
全
会（
今
本
町
・
今

池
町
・
住
吉
町
・
里
町
の
一
部
）

農
業
用
水
等
の
農
業
施
設
、
農

地
や
農
村
環
境
の
保
全
と
質
的
向

上
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
る
。

年
間
を
通
じ
て
良
好
な
親
水
空

間
の
保
全
に
寄
与
し
、
劣
化
し
た

用
排
水
路
で
は
、
保
全
会
役
員
の

直
営
施
工
に
よ
る
目
地
詰
め
等
の

補
修
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

第

回
市
農
業
賞
受
賞
者

３２

自
共
通
事
項

●
意
見
を
提
出
で
き
る
人

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
市
内
に

事
業
所
等
を
有
す
る
個
人
・
法
人・

団
体
、
市
内
で
活
動
す
る
人

●
提
出
方
法

各
閲
覧
期
間
中
の

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
住
所
・
氏
名

（
団
体
・
法
人
の
場
合
は
そ
の
名
称・

所
在
地
と
代
表
者
氏
名
）を
明
記
し
、

持
参
か
郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
各
担
当
課
へ

※
電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

自
安
城
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
水
道

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

中
長
期
的
視
点
を
踏
ま
え
た
戦
略

的
な
事
業
計
画
の
立
案
が
必
要
で

す
。
水
道
事
業
の
目
指
す
べ
き
方

向
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
具
体
的
施
策
と

し
て
示
す
た
め
策
定
し
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

１
月
５
日
晶
～
２

月
３
日
松

●
場
所

水
道
工
務
課
、
浄
水
管

理
事
務
所
、
各
地
区
公
民
館
、
ア

ン
フ
ォ
ー
レ
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※
市
H
P
に
も
掲
載
。

●
提
出
先

水
道
工
務
課（
〒
４４６

－

８
５
０
１
住
所
不
要
／
胃〈

〉
７６

３
４
３
６
／suidokom

u@
city.

anjo.lg.jp

）

●
問
合
せ

同
課（
緯〈

〉２
２

７１

５
０
）

自
安
城
市
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処

理
基
本
計
画（
案
）
ご
み
の
減
量

化
、
資
源
化
を
基
本
と
す
る「
循

環
型
社
会
の
具
現
化
」を
目
指
し

て
策
定
し
ま
す
。

自
安
城
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

（
案
）
災
害
で
大
量
に
生
じ
る
廃

棄
物
等
を
迅
速
か
つ
適
正
に
処
理

す
る
た
め
策
定
し
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

１
月

日
昌
～
２

１０

月

日
松

１０
●
場
所

清
掃
事
業
所（
ご
み
ゼ

ロ
推
進
課
）、環
境
都
市
推
進
課
、

各
地
区
公
民
館
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

会
館

※
い
ず
れ
も
市
H
P
に
も
掲
載
。

●
提
出
先

ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

（
〒

－

１
１
５
５
堀
内
町
西
新

４４４
田
２
／
胃〈

〉１
３
１
８
／go

７７

m
izero@

city.anjo.lg.jp

）

●
問
合
せ

同
課（
緯〈

〉３
０

７６

５
３
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る

意
見
募
集
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同
協
会
・
同
協
会
H
P
で
配
布
。

詳
細
は
要
項
に
記
載
。

※
今
年
度
実
施
し
た
給
食
調
理
職

員
採
用
試
験
を
受
験
し
た
人
は
、

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

臨
時
給
食
調
理
職
員

の
登
録
を
随
時
電
話
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

●
勤
務
場
所

市
内
の
調
理
場

●
職
務
内
容

給
食
の
調
理
、
食

器
の
洗
浄
等

●
勤
務
日

捷
～
晶（
抄
、
年
末

年
始
を
除
く
。
北
部
・
南
部
調
理

場
勤
務
の
場
合
は
夏
休
み
等
学
校

給
食
が
な
い
日
も
除
く
）

●
勤
務
時
間

配
属
先
に
よ
り
異

な
り
ま
す

●
募
集
人
数

１
人
程
度

●
対
象

昭
和

年
４
月
２
日
以

４７

降
生
ま
れ
の
人

●
試
験
日
程（
会
場
）
筆
記
試
験

止
１
月

日
捷
午
後
１
時

分

２２

３０

（
教
育
セ
ン
タ
ー
）
個
別
面
接
止

１
月

日
昇
午
後
１
時

分（
市

３０

３０

役
所
さ
く
ら
庁
舎
）

●
申
込
み

１
月
４
日
昭
～

日
１６

昇
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松
掌

抄
を
除
く
）に
、
受
験
申
込
書
と

面
接
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
安
城
市

学
校
給
食
協
会
事
務
局（
市
役
所

西
庁
舎
内
）へ

※
試
験
実
施
要
項
・
申
込
書
等
は

■問
▼
安
城
市
学
校
給
食
協
会

（
緯〈

〉２
３
２
２
）

７５

（
公
財
）安
城
市
学
校
給
食
協
会

４
月
採
用
給
食
調
理
職
員
を
募
集

対
象
は
、
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
か
ら
約

ｍ
南
下
し
た
場
所
に
位
置
し
、

５００安
城
南
明
治
第
一
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
地
区
で

す
。
こ
の
地
区
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
周
辺
の
土
地
の
高
度
利

用
化
を
促
進
し
、
ま
ち
な
か
に
住

む
人
や
、
通
勤
や
買
い
物
に
来
る

人
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。中

心
市
街
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
施
設
の
計
画
提
案
を
求
め
、
企

画
・
提
案
能
力
や
価
格
が
優
れ
た

事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
の
募
集

■問
▼
南
明
治
整
備
課

（
緯〈

〉３
７
５
１
）

７１

を
開
始
し
ま
し
た
。

●
対
象
地

第

街
区（
末
広
町
）

２８

糸
５
２
０
１
．８
４
㎡

（
市
有
地
３
２
８
０
．４
６
㎡
、
民

有
地
１
９
２
１
．３
８
㎡
）

※
市
有
地
に
は
安
城
市
土
地
開
発

公
社
所
有
地
を
含
み
ま
す
。

●
募
集
期
間

４
月

日
昭
ま
で

１２

●
最
優
秀
提
案
者
の
決
定

５
月

下
旬
頃

病
患
者

※
在
宅
の
人
が
対
象
で
す
。
施
設

や
病
院
等
に
長
期
入
所
・
入
院

し
て
い
る
人
は
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

自
避
難
支
援
等
関
係
者（
提
供
先
）

自
主
防
災
組
織
、
町
内
福
祉
委
員

会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
地
域
支
援
者

自
名
簿
情
報
提
供
の
同
意

避
難
行
動
要
支
援
者
糸
１
月
中
旬

に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
同
意
す

る
人
は「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
情
報
提
供
同
意
書
兼
個
人
台
帳
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

既
に
災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
登

録
の
あ
る
人
糸
１
月
中
旬
に
案
内

を
郵
送
し
ま
す
。
同
意
す
る
人
は

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報

提
供
同
意
書
」を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

※
い
ず
れ
も
提
出
期
限
は
２
月
２８

日
昌（
消
印
有
効
）。

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
等
、

日
常
に
お
い
て
も
支
援
を
必
要
と

す
る
人（
要
支
援
者
）の
名
簿
と
な

る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
を
平

常
時
か
ら
避
難
支
援
等
関
係
者
へ

提
供
す
る
に
は
、
本
人
の
同
意
が

必
要
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
自
分
の
情
報
を
避

難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
す
る
こ

と
で
、
地
域
で
の
支
援
が
受
け
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
同
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
情
報
提
供
に
同
意
す
る
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
に
支
援
を
受
け
ら

れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
が
、

必
ず
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

自
対
象
者（
要
支
援
者
）

高
齢
者
糸
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

認
知
症
高
齢
者
、
寝
た
き
り
高
齢

者
、
要
介
護
３
～
５
の
高
齢
者

障
害
者
糸
肢
体
不
自
由
者（
１
～

３
級
）、視
覚
・
聴
覚
障
害
者（
１

～
２
級
）、知
的
障
害
者（
Ａ
判
定
）、

発
達
・
精
神
障
害
者（
１
級
）、難

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
２
）

７１

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

提
供
へ
の
同
意
を
お
願
い
し
ま
す

安
城
南
明
治
市
有
地
有
効
活
用
事
業
の

事
業
者
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
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拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
地
域
の

雇
用
促
進
に
も
寄
与
し
、
地
域
農

業
の
先
駆
者
と
し
て
大
い
に
活
躍

し
て
い
る
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

小
管
康
博（
福
釜
町
）

こ
す
げ

国
際
農
業

者
交
流
協
会

が
主
催
す
る

海
外
農
業
研

修
に
２
年
間

参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
で
農
地
の
有

効
利
用
や
効
率
化
に
よ
る
経
営
を

学
ぶ
。
そ
の
後
、
親
元
で
就
農
し
、

ハ
ウ
ス
胡
瓜
の
栽
培
を
中
心
と
し

た
農
業
経
営
を
開
始
。

平
成

年
に
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

２７

青
年
部
部
長
に
就
任
し
、
積
極
的

に
活
動
。
近
隣
市
の
胡
瓜
生
産
者

と
の
意
見
交
換
や
、
農
業
体
験
の

実
習
の
受
け
入
れ
も
意
欲
的
に
行

っ
て
い
る
。
平
成

年
７
月
に
父

２９

親
か
ら
経
営
移
譲
を
受
け
て
認
定

農
業
者
と
な
り
、
将
来
の
地
域
農

業
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

と
経
費
削
減
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
街
化
区
域
に
隣
接
し

た
立
地
条
件
の
中
、
小
学
校
の
稲

作
体
験
や
各
子
ど
も
会
の
芋
掘
り

体
験
を
は
じ
め
、
景
観
形
成
の
た

め
の
松
葉
菊
や
菜
の
花
の
植
栽
を

行
い
、
農
地
や
用
水
路
周
辺
の
ご

み
拾
い
等
、
非
農
家
と
連
携
し
た

交
流
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

■
営
農
部
門

深
津
文
明（
東
端
町
）

胡
瓜
の
ハ

き
ゅ
う
り

ウ
ス
栽
培
を

雇
用
労
働
力

を
中
心
に
展

開
。

近
年
、
病
害
虫
に
よ
る
胡
瓜
の

生
育
障
害
に
関
し
て
幾
多
の
研
究・

検
討
を
重
ね
、
農
薬
に
頼
ら
な
い

防
除
方
法
を
確
立
し
、
品
質
の
向

上
・
安
定
生
産
に
成
功
。
Ｊ
Ａ
あ

い
ち
中
央
胡
瓜
生
産
部
会
で
発
表

さ
れ
た
成
果
を
多
く
の
部
会
員
が

導
入
し
た
こ
と
で
、
農
薬
散
布
の

回
数
が
減
り
、
よ
り
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
出
荷
に
つ
な
が
っ
た
。

平
成

年
に
同
部
会
部
会
長
に

２４

就
任
し
、
胡
瓜
の
安
全
性
等
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
た
。
農
業
経
営
の

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
を
顕
彰
し
ま
す
。
〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

今
村
環
境
保
全
会（
今
本
町
・
今

池
町
・
住
吉
町
・
里
町
の
一
部
）

農
業
用
水
等
の
農
業
施
設
、
農

地
や
農
村
環
境
の
保
全
と
質
的
向

上
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
る
。

年
間
を
通
じ
て
良
好
な
親
水
空

間
の
保
全
に
寄
与
し
、
劣
化
し
た

用
排
水
路
で
は
、
保
全
会
役
員
の

直
営
施
工
に
よ
る
目
地
詰
め
等
の

補
修
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

第

回
市
農
業
賞
受
賞
者

３２

自
共
通
事
項

●
意
見
を
提
出
で
き
る
人

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
市
内
に

事
業
所
等
を
有
す
る
個
人
・
法
人・

団
体
、
市
内
で
活
動
す
る
人

●
提
出
方
法

各
閲
覧
期
間
中
の

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
住
所
・
氏
名

（
団
体
・
法
人
の
場
合
は
そ
の
名
称・

所
在
地
と
代
表
者
氏
名
）を
明
記
し
、

持
参
か
郵
送（
必
着
）・フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
各
担
当
課
へ

※
電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

自
安
城
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
水
道

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

中
長
期
的
視
点
を
踏
ま
え
た
戦
略

的
な
事
業
計
画
の
立
案
が
必
要
で

す
。
水
道
事
業
の
目
指
す
べ
き
方

向
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
具
体
的
施
策
と

し
て
示
す
た
め
策
定
し
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

１
月
５
日
晶
～
２

月
３
日
松

●
場
所

水
道
工
務
課
、
浄
水
管

理
事
務
所
、
各
地
区
公
民
館
、
ア

ン
フ
ォ
ー
レ
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※
市
H
P
に
も
掲
載
。

●
提
出
先

水
道
工
務
課（
〒
４４６

－

８
５
０
１
住
所
不
要
／
胃〈

〉
７６

３
４
３
６
／suidokom

u@
city.

anjo.lg.jp

）

●
問
合
せ

同
課（
緯〈

〉２
２

７１

５
０
）

自
安
城
市
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処

理
基
本
計
画（
案
）
ご
み
の
減
量

化
、
資
源
化
を
基
本
と
す
る「
循

環
型
社
会
の
具
現
化
」を
目
指
し

て
策
定
し
ま
す
。

自
安
城
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

（
案
）
災
害
で
大
量
に
生
じ
る
廃

棄
物
等
を
迅
速
か
つ
適
正
に
処
理

す
る
た
め
策
定
し
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

１
月

日
昌
～
２

１０

月

日
松

１０
●
場
所

清
掃
事
業
所（
ご
み
ゼ

ロ
推
進
課
）、環
境
都
市
推
進
課
、

各
地
区
公
民
館
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

会
館

※
い
ず
れ
も
市
H
P
に
も
掲
載
。

●
提
出
先

ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

（
〒

－

１
１
５
５
堀
内
町
西
新

４４４
田
２
／
胃〈

〉１
３
１
８
／go

７７

m
izero@

city.anjo.lg.jp

）

●
問
合
せ

同
課（
緯〈

〉３
０

７６

５
３
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る

意
見
募
集
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同
協
会
・
同
協
会
H
P
で
配
布
。

詳
細
は
要
項
に
記
載
。

※
今
年
度
実
施
し
た
給
食
調
理
職

員
採
用
試
験
を
受
験
し
た
人
は
、

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

臨
時
給
食
調
理
職
員

の
登
録
を
随
時
電
話
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

●
勤
務
場
所

市
内
の
調
理
場

●
職
務
内
容

給
食
の
調
理
、
食

器
の
洗
浄
等

●
勤
務
日

捷
～
晶（
抄
、
年
末

年
始
を
除
く
。
北
部
・
南
部
調
理

場
勤
務
の
場
合
は
夏
休
み
等
学
校

給
食
が
な
い
日
も
除
く
）

●
勤
務
時
間

配
属
先
に
よ
り
異

な
り
ま
す

●
募
集
人
数

１
人
程
度

●
対
象

昭
和

年
４
月
２
日
以

４７

降
生
ま
れ
の
人

●
試
験
日
程（
会
場
）
筆
記
試
験

止
１
月

日
捷
午
後
１
時

分

２２

３０

（
教
育
セ
ン
タ
ー
）
個
別
面
接
止

１
月

日
昇
午
後
１
時

分（
市

３０

３０

役
所
さ
く
ら
庁
舎
）

●
申
込
み

１
月
４
日
昭
～

日
１６

昇
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松
掌

抄
を
除
く
）に
、
受
験
申
込
書
と

面
接
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
安
城
市

学
校
給
食
協
会
事
務
局（
市
役
所

西
庁
舎
内
）へ

※
試
験
実
施
要
項
・
申
込
書
等
は

■問
▼
安
城
市
学
校
給
食
協
会

（
緯〈

〉２
３
２
２
）

７５

（
公
財
）安
城
市
学
校
給
食
協
会

４
月
採
用
給
食
調
理
職
員
を
募
集

対
象
は
、
Ｊ
Ｒ
安
城
駅
か
ら
約

ｍ
南
下
し
た
場
所
に
位
置
し
、

５００安
城
南
明
治
第
一
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
地
区
で

す
。
こ
の
地
区
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
周
辺
の
土
地
の
高
度
利

用
化
を
促
進
し
、
ま
ち
な
か
に
住

む
人
や
、
通
勤
や
買
い
物
に
来
る

人
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。中

心
市
街
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
施
設
の
計
画
提
案
を
求
め
、
企

画
・
提
案
能
力
や
価
格
が
優
れ
た

事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
の
募
集

■問
▼
南
明
治
整
備
課

（
緯〈

〉３
７
５
１
）

７１

を
開
始
し
ま
し
た
。

●
対
象
地

第

街
区（
末
広
町
）

２８

糸
５
２
０
１
．８
４
㎡

（
市
有
地
３
２
８
０
．４
６
㎡
、
民

有
地
１
９
２
１
．３
８
㎡
）

※
市
有
地
に
は
安
城
市
土
地
開
発

公
社
所
有
地
を
含
み
ま
す
。

●
募
集
期
間

４
月

日
昭
ま
で

１２

●
最
優
秀
提
案
者
の
決
定

５
月

下
旬
頃

病
患
者

※
在
宅
の
人
が
対
象
で
す
。
施
設

や
病
院
等
に
長
期
入
所
・
入
院

し
て
い
る
人
は
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

自
避
難
支
援
等
関
係
者（
提
供
先
）

自
主
防
災
組
織
、
町
内
福
祉
委
員

会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
地
域
支
援
者

自
名
簿
情
報
提
供
の
同
意

避
難
行
動
要
支
援
者
糸
１
月
中
旬

に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
同
意
す

る
人
は「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
情
報
提
供
同
意
書
兼
個
人
台
帳
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

既
に
災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
登

録
の
あ
る
人
糸
１
月
中
旬
に
案
内

を
郵
送
し
ま
す
。
同
意
す
る
人
は

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報

提
供
同
意
書
」を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

※
い
ず
れ
も
提
出
期
限
は
２
月
２８

日
昌（
消
印
有
効
）。

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
等
、

日
常
に
お
い
て
も
支
援
を
必
要
と

す
る
人（
要
支
援
者
）の
名
簿
と
な

る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
を
平

常
時
か
ら
避
難
支
援
等
関
係
者
へ

提
供
す
る
に
は
、
本
人
の
同
意
が

必
要
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
自
分
の
情
報
を
避

難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
す
る
こ

と
で
、
地
域
で
の
支
援
が
受
け
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
同
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
情
報
提
供
に
同
意
す
る
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
に
支
援
を
受
け
ら

れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
が
、

必
ず
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

自
対
象
者（
要
支
援
者
）

高
齢
者
糸
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

認
知
症
高
齢
者
、
寝
た
き
り
高
齢

者
、
要
介
護
３
～
５
の
高
齢
者

障
害
者
糸
肢
体
不
自
由
者（
１
～

３
級
）、視
覚
・
聴
覚
障
害
者（
１

～
２
級
）、知
的
障
害
者（
Ａ
判
定
）、

発
達
・
精
神
障
害
者（
１
級
）、難

■問
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
２
）

７１

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

提
供
へ
の
同
意
を
お
願
い
し
ま
す

安
城
南
明
治
市
有
地
有
効
活
用
事
業
の

事
業
者
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
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